












平成30年 平成29年 前年比 平成30年 平成29年 前年比 平成30年 平成29年 前年比 平成30年 平成29年 前年比 平成30年 平成29年 前年比 平成30年 平成29年 前年比 平成30年 平成29年 前年比

24,975 25,044 △ 69 20,777 21,080 △ 303 22,208 22,276 △ 68 18,011 18,170 △ 159 21,066 21,375 △ 309 28,375 28,711 △ 336 36,300 35,900 400 171,712 172,556 △ 844

高齢者人口 8,465 8,217 248 7,159 6,918 241 7,863 7,663 200 6,134 6,023 111 6,021 5,975 46 7,445 7,210 235 5,307 5,165 142 48,394 47,171 1,223

高齢化率 33.9% 32.8% 1.1% 34.5% 32.8% 1.6% 35.4% 34.4% 1.0% 34.1% 33.1% 0.9% 28.6% 28.0% 0.6% 26.2% 25.1% 1.1% 14.6% 14.4% 0.2% 28.2% 27.3% 0.8%

職員体制(人) 5 5 0 5 5 0 6 6 0 7 7 0 6 6 0 6 6 0 5 6 △ 1

社会福祉士 2 2 0 2 2 0 2 2 0 2 2 0 1 3 △ 2 2
(非常勤1)

2
(非常勤1)

0 1.5 1.5 0

主任ケアマネ 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 2 2 0 1 1 0

保健師等 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 2 1 1 2 1 1 1 1 0

認知症地域支援推進員
認知症初期集中支援チーム員 4 4 0 5 5 0 5 5 0 4.5 4.5 0 4 4 0 4 4 0 4.5 4.5 0

その他 1 1 0 1 1 0 2 2 0 2.5 2.5 0 2 1 1 1 1 0 1 2 △ 1

相談実人員 1,700 1,914 △ 214 1,651 1,662 △ 11 1,871 1,813 58 2,212 2,000 212 2,078 2,245 △ 167 2,313 2,194 119 1,612 1,567 45 13,437 13,395 42

相談延件数　　　　　　 3,078 3,492 △ 414 3,425 3,297 128 3,269 3,578 △ 309 4,592 4,179 413 4,342 5,562 △ 1,220 4,385 4,228 157 2,813 3,041 △ 228 25,904 27,377 △ 1,473

総合相談 2,099 2,322 △ 223 1,734 1,668 66 2,239 2,080 159 3,590 2,549 1,041 1,972 3,309 △ 1,337 2,645 2,240 405 883 778 105 15,162 14,946 216

権利擁護 69 51 18 254 110 144 128 197 △ 69 232 158 74 189 236 △ 47 54 90 △ 36 52 15 37 978 857 121

包括的継続的ケアマネジメント支援 98 36 62 110 55 55 68 117 △ 49 194 126 68 105 125 △ 20 69 127 △ 58 37 20 17 681 606 75

介護予防ケアマネジメント 1,097 1,306 △ 209 1,619 1,593 26 1,317 1,489 △ 172 1,679 1,842 △ 163 2,425 2,850 △ 425 2,266 2,297 △ 31 1,659 2,216 △ 557 12,062 13,593 △ 1,531

その他 53 106 △ 53 72 110 △ 38 15 23 △ 8 18 44 △ 26 250 151 99 65 80 △ 15 131 10 121 604 524 80

介護予防プラン作成件数 418 370 48 495 476 19 627 523 104 747 628 119 1,279 626 653 621 390 231 359 270 89 4,546 3,283 1,263

3 3 0 3 3 0 4 4 0 4 4 0 2 2 0 2 2 0 3 3 0 21 21 0

実施回数 138 138 0 135 136 △ 1 180 180 0 183 183 0 92 94 △ 2 48 48 0 97 93 4 873 872 1

参加実人数 120 105 15 115 122 △ 7 135 135 0 135 140 △ 5 74 72 2 69 64 5 115 124 △ 9 763 762 1

参加延人数 3,528 3,031 497 2,714 2,833 △ 119 3,780 3,881 △ 101 3,694 3,736 △ 42 2,070 2,110 △ 40 1,032 896 136 1,871 1,939 △ 68 18,689 18,426 263

地域介護予防教室 担当会場数

平成21年4月1日 平成21年4月1日

相
談
内
容

（
重
複
あ
り

）

日常生活圏域人口(各年度10.1現在）

開設年月日 平成18年4月1日

委託法人 社会福祉法人　緑陽会 社会福祉法人　苫小牧慈光会 社会福祉法人　山手の里 社会福祉法人　ふれんど
医療法人

王子総合病院

中央包括 三光包括

平成21年3月19日 平成18年4月1日

平成29年度
総  計

前 年 比

平成21年4月1日 平成18年4月1日

東包括

平成30年度
総  計

社会医療法人
平成醫塾

社会福祉法人　緑星の里

平成30年度 苫小牧市地域包括支援センター事業運営状況 総括表

西包括 しらかば 山手包括 南包括



























































































































1. 認知症初期集中支援チーム設置状況
（１）チーム員数

                          平成30年４月１日現在

（２）チーム員会議参加者 (各チーム員入れ替え制）

位置づけ 参加者

チーム員 担当ケースのチーム員

サポート医 北海道メンタルケアセンター　　 　矢上　勝義

アドバイザー 認知症疾患医療センター 　頼実　奈美　

苫小牧日翔病院 　木賊　弘明

認知症地域支援推進員 苫小牧市南地域包括支援センター　桃井　直樹

苫小牧市東地域包括支援センター　伊藤　靖代

２. チーム員会議開催状況
(1) 会議開催数および対象実人数

ア　第２・第４火曜日：計19回

イ　実人数53名

(2)チーム員別会議実施内容

３. 支援者内訳 (実人数５３名）
(1)年齢分布割合 (2)男女比

(3)世帯構成 (4)把握ルート

中央 三光 東 合計

チーム員数 3 5 6 6 4 4 4 32

会議内容 西 しらかば 山手 南

中間会議

終結会議 4

1

平成30年度 認知症初期集中支援チーム 実施報告

会議内容 西

初回会議 1

しらかば 山手 南 中央 三光

6 6 7 6 1

1

6 7 7 7 5

東

6

3

合計

33

2

39

男性

32%

女性
68%

男女比
70～74歳

6%

75～79歳
22%

80～84歳
32%

85～89歳
34%

90歳以上
6%

年齢分布割合

家族と同

居

11%

夫婦世帯

30%
独居

51%

二世帯住宅…

世帯構成

家族

64%
民生委員

9%

近隣住民

11%

本人

6%

医療機関

4% その他

6%
把握ルート



４. 支援終結者支援結果 (終結３９ケース)
(1)認知症診断状況

(2)介護認定状況

(3) 転機

５．評価

なし

61%アルツハイ

マー型

26%

レビー小

体型

3%

MCI
10%

認知症の診断(初回訪問時)

なし

21%

申請中

41%要支援1
10%

要支援2
5%

要介護1
18%

要介護２

5%

認定状況(初回会議時)

在宅継続

86%

施設入所

8%

入院

2%

転出

2%
死亡

2%
転機

アルツハイマー

型認知症

46%

レビー小体型

認知症

2%
混合型

2%

MCI
31%

認知症(病
型不明)

3%

至らず

10%

認知症以

外の疾患

3%

不明

3%

認知症の診断(終結時)

なし

5%
要支援1

5%

要支援２

10%

要介護1
59%

要介護2
13%

要介護3
8%

認定状況(終結時)

平成27年度より地域包括支援センターに認知症初期集中支援チームを配置しているが、例年対象選定の曖昧さや、
チーム員と包括業務の兼務の難しさ、会議開催数や時間確保の問題等が課題にあがっている。平成30年度は会場
運営の質の向上として、チーム員入れ替え制とし、１事例１５分と限られた時間の中、より具体的に内容検討を行える

よう変更した。また新たにアドバイザーも参加し、包括３職種以外の視点も含めた支援の検討、チーム員の支援の質

向上に努めた。

チーム員で対応した内容として、鑑別診断の受診同行、介護サービスや介護サービス外の紹介、免許返納問題、

地域の見守り目的の地域ケア会議への展開（８ケース実施）、家族の認知症理解への支援、等様々であるが、そのな

かでもほっとカフェ（認知症カフェ）の紹介、認知症ケアパスの活用等、多くの本市の認知症に関する事業を活用した

支援を展開されていた。

令和元年度は各チーム員で抱えた事例を他のチーム員も共有できるよう定期的な情報・意見交換の場の確保、マ

ニュアルの改訂等も検討・実施していく。




















